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概要 感情を入力とした感情アウェア観光スポット推薦システムの実現を目指している．このような推薦を実現
するためには，あらかじめスポットを感情コンテキストに基づき特徴化しておく必要がある．本研究では，まず
位置情報を手掛かりにスポットとツイートとを対応付ける．対応付けられたツイートから感情語を抽出し，1語
ごとに感情モデルに落とし込む．ここで感情モデルとしてラッセルの円環モデルがある．ラッセルの円環モデル
は快-不快と活動性の 2軸に基づき感情を分類したものである．このモデルをベースとした特徴空間に感情語を配
置する．特徴空間上の感情語の分布に基づきスポットの感情コンテキスト特徴化を行う．
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1 はじめに
コンテキストアウェア推薦システム（CARS）[1] は

ユーザのおかれているコンテキストに合ったアイテムを

推薦するシステムである．特に観光ドメインにおいては，

このようなシステムへの注目は大きい．

CARSを実装するためには，ユーザプロファイルとし

て下記の関係データが必要となる [1]．

User× Item× Context→ Rating (1)

つまり，UserがContextにおいて Itemを利用したとき

の Ratingに関するデータを蓄積しておかなければなら

ない．しかしながら，ユーザ個別にこのような関係デー

タを十分に蓄積しておくことは困難であり，非常に疎な

データとなる．そのため，新規ユーザに対するコールド

スタート問題が発生する．特に非日常的な場面で利用さ

れる観光ドメインにおいては，より深刻な問題となる．

このような問題に対し，我々は新規ユーザ（ユーザプ

ロファイルをもたないユーザ）に対してもコンテキスト

に合ったスポットを推薦できるように，スポット側を事

前にコンテキスト特徴化しておくというアプローチに

取り組んでいる．スポットがどのようなコンテキストに

おいて利用されやすいか，スポットに関連するソーシャ

ルデータに基づきあらかじめ特徴化しておく．スポット

ごとにコンテキスト特徴化をしておくことで，入力コン

テキストとスポットのコンテキスト特徴とのマッチング

により，ユーザにコンテキストに合ったスポットを推薦

することができる．つまり，ユーザは自身のユーザプロ

ファイルをもたずとも，訪問時のコンテキストを手動入

力—あるいはセンサ等による自動入力—することで，推

薦スポットを受け取ることができる．

Copyright is held by the author(s).
The article has been published without reviewing.

コンテキストとしては，時間コンテキストやユーザコ

ンテキストなどさまざまな種類のものが挙げられる．本

稿では，コンテキストの中でも感情コンテキストに着目

している．例えば，「心地よい」や「すがすがしい」など

が感情コンテキストの一つである．

本稿では，コンテキストアウェアスポット推薦システ

ムの特殊形として感情アウェアスポット推薦システムを

提案する．このシステムでは，ユーザが現在の感情—あ

るいはなりたい感情—を入力すると，その感情コンテキ

ストに合ったスポットを推薦する．

本稿では，感情コンテキストの抽出源としてツイー

トに着目する．特に位置情報付きツイートには，そのス

ポットを訪れたユーザが，そのときその場で感じた感情

に関するつぶやきを発信することも多いと考えている．

まず位置情報を手掛かりにスポットとツイートとを対応

付ける．対応付けられたツイートから感情語を抽出し，

1語ごとに感情モデルに落とし込む．ここで感情モデル

としてラッセルの円環モデル [2]がある．ラッセルの円

環モデルは快-不快と覚醒-眠気の 2軸に基づき感情を分

類したものである．このモデルをベースとした特徴空間

に感情語を配置する．特徴空間上の感情語の分布に基づ

きスポットの感情コンテキスト特徴化を行う．

2 関連研究

2.1 ラッセルの円環モデル
感情モデルの一つとしてラッセルの円環モデル [2]が

ある．ラッセルの円環モデルは，図 1のように，快-不

快（pleasure），覚醒-眠気（arousal）の 2次元で表

現される平面上にすべての感情が配置されることを示し

たモデルである．

感情モデルとしてはさまざまなものが提案されている
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図 1 ラッセルの円環モデル．

が，ラッセルの円環モデルはシンプルなߏ଄で表現され

ており，かつすべての感情について໢ཏ的にద用するこ

とができる．このような手ࠒさから，本研究ではラッセ

ルの円環モデルを࠾用する．

2.2 スポットͱπΠートͱのରԠ෇͚
Okuら [3]は，Twitter1に౤稿された位置情報付きツ

イートおよͼ Flickr2等のࣸਅڞ༗サイトに౤稿された

位置情報付きࣸਅを観光スポットに対応付ける手๏を提

案してきた．この手๏では，2種類の位置情報付きコン

テンツू合をベースとしている．一つめは，「ਗ਼ਫࣉな

う」や「ֳۚࣉなう」のように「[対৅スポット໊]なう」

という形ࣜをؚむツイート—我々はこのようなツイート

をなうツイートとఆٛしている—である．ೋつめは，対

৅スポット໊をタイトルにؚむࣸਅ—我々はこのような

ࣸਅをスポットࣸਅとఆٛしている—である．これら 2

種類のコンテンツू合を学शデータとして対৅スポット

のྖҬを推ఆする．推ఆされたྖҬ಺にؚまれるツイー

トおよͼࣸਅを対৅スポットに対応付ける．ධՁ実ݧの

݁Ռ，スポットࣸਅを学शデータとして用いた手๏が࠷

もྑい対応付けਫ਼౓を示した．

本研究では，Okuら [3]の੒Ռを利用し，スポットࣸ

ਅを学शデータとし，事前に位置情報付きツイートと観

光スポットとを対応付けておく．ޙड़する提案手๏は，

対応付けられたツイートू合を対৅にద用される．

3 ໰୊ఆٛ
本ষではコンテキストのఆٛを示し，本稿で対৅とし

ている感情コンテキストの位置付けをड़べる．さらに，

本研究における問題ఆٛを示す．

1https://twitter.com/
2https://www.flickr.com/

Dey[4]はコンテキストを次ようにఆٛしている．“any

information that can be used to characterize the situa-

tion of an entity. An entity is a person, place, or object

that is considered relevant to the interaction between

a user and an application, including the user and ap-

plication themselves.” いいかえると，ユーザとシステ

ムとのインタラΫシϣンにӨڹをٴ΅すどのような情報

もコンテキストとΈなすことができる．

コンテキストの分類としてはさまざまなจݙ [5]によ

り示されている．我々は，観光ドメインにおけるコンテ

キストとして下記のように分類しているɿ

コンテキストؒ࣌ スポット訪問時の時間ଳや༵日，ق

અ，スポットのӦۀ時間など．

ۭؒコンテキスト ユーザの現在位置やスポットとユー

ザとの位置関係など．

環ڥコンテキスト ఱ気や気Թ，࣪౓，߱ਫ֬཰，૽Ի，

໌るさなど．

Ϣーβコンテキスト ユーザのデモグラフィッΫ情報や

感情，訪問目的，訪問ཤྺ，ಉ൐ऀなど．

本稿では，この中でユーザコンテキストの一つであ

る感情コンテキストにয఺をあてている．我々は観光ス

ポットを訪れたࡍ，さまざまな感情を๊く．「ָしい」や

「すばらしい」，「おいしい」などポδティϒで活動的な

感情や「心地よい」や「奥Ώかしい」など心ٳまるよう

な感情などを๊くことがある．我々はこのような感情を

感情コンテキストしてѻう．

本研究における問題は，༩えられた感情コンテキスト

において，その感情コンテキストに合った観光スポット

を推薦することである．

4 γステϜ概要
本稿では，感情アウェアスポット推薦システムを提案

する．このシステムは，入力感情コンテキストに合った

スポットを推薦する．図 2にシステムのイメーδを示す．

システムのインタフェースは入力Ϗϡーと推薦Ϗϡーか

らߏ੒される．入力Ϗϡーはラッセルの円環モデルを

ベースとした 2次元空間である．ユーザはこの空間上に

おいて，現在の感情—あるいはなりたい感情—にۙい位

置をબ୒する．すると，その感情に合ったスポットが推

薦Ϗϡーに提示される．

このシステムはҎ下の要ૉからߏ੒されるɿ

(a) スポットの感情コンテキスト特徴化（5ষ）．

(b) 感情コンテキストに基づくスポット推薦（6ষ）．

Ҏ下，それͧれについて֤ষでઆ໌する．
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図 2 感情アウェア推薦システムのイメーδ．

5 スポットの感情コンテキスト特徴化
本ষでは，スポットの感情コンテキスト特徴化手๏を

提案する．

5.1 スポットͱπΠートͱのରԠ෇͚
まず，2.2અでड़べたとおり，Okuら [3]の手๏により

スポットとツイートとを対応付ける．対応付けたツイー

トをスポット-ツイート関係データとして spots-tweets

テーϒルに֨ೲする．spots-tweetsテーϒルは下記の

関係スキーマをもつ．

spots -tweets(spot_id , tweet_id)

ここで，spot idはスポット IDであり，spotsテーϒル

をࢀরする֎部キーである．spotsテーϒルにはスポッ

ト໊やδャンル等のスポットに関する情報が֨ೲされて

いる．tweet idはツイート IDであり，tweetsテーϒ

ルをࢀরする֎部キーである．tweetsテーϒルにはツ

イートのテキストや౤稿日時等が֨ೲされている．

5.2 tweetsテーϒル͔Βू۟ޠ߹の࡞੒
tweetsテーϒルにؚまれるશツイートのテキストを

対৅に形ଶૉղੳを実行する．形ଶૉղੳによりಘられ

たॏෳのない語۟ू合をW とする．

5.3 の感情ϕΫトル化۟ޠ
Ϋラウドソーシングを用いて，語۟wi ∈W について

感情ベΫトル化を行う．Ϋラウドソーシングによる感情

ベΫトル化の手ॱは下記のとおりである．

(1) ϫーΧに語۟ wi を提示する．

(2) ϫーΧに図 1のラッセルの円環モデルを例示した

うえで，語۟ wi がもつ感情として，下記の 2軸

についてあてはまる਺஋をそれͧれ入力してもら

う．

不快 <- -3 -2 -1 0 +1 +2 +3 -> 快，

眠気 <- -3 -2 -1 0 +1 +2 +3 -> 覚醒．

(3) 1語۟あたり 10໊のϫーΧにճ౴してもらう．

語۟ wiについて，10໊のϫーΧによる入力஋の平ۉ

஋を基に語۟ wiを感情ベΫトルwi = (wi1, wi2), wij ∈
[−3,+3]で表現する．ここで，wi1 は pleasureに関す

る軸であり，快–不快のఔ౓を表す．wi2 は arousalに

関する軸であり，覚醒–眠気のఔ౓を表す．

5.4 spots-phrasesྻߦの࡞੒
スポットと語۟の関係を表すspots-phrases行ྻP =

[pij ]m×dを࡞੒する．i行目はスポット si ∈ S を，j ྻ

目は語۟wj ∈W を表す．行ྻの (i, j)要ૉ pijはスポッ

ト si にؚまれる語۟ wj の਺を表す．

۩ମ的には下記の手ॱにより pij をٻめる．

(1) spots-tweetsテーϒルからスポット siに対応付

けられたツイートू合 Ti をબ୒する．

(2) ツイートू合 Tiの中でテキストに語۟ wj をؚむ

ツイート਺ pij を取ಘする．

5.5 spots-phrases-contextsテーϒルの࡞੒
スポットと語۟，感情コンテキストの関係を表す

spots-phrases-contextsテーϒルを࡞੒する．

spots-phrases-contextsテーϒルは下記の関係スキー

マをもつ．

spots -phrases -contexts(spot_id ,

phrase , pleasure , arousal , ct)

ここで，spot idはスポット si のスポット IDであり，

spotsテーϒルをࢀরする֎部キーである．phraseは

語۟ wj，pleasure およͼ arousal は語۟ phrase に

対応する感情ベΫトルwj，ctは行ྻP の要ૉ pij に対

応する．

6 感情コンテキストに基づくスポットਪન
༩えられた感情コンテキストに基づき，そのコンテキ

ストに合った上位 k ݅のスポットを推薦する．入力感

情コンテキストは空間上の࠲ඪに対応する 2 次元特徴

ベΫトル e = (e1, e2), ei ∈ [−3,+3]で༩えられる．e1

は pleasureの軸に，e2 は arousalの軸にそれͧれ対応

する．推薦スポットはスポット IDのϦストの形ࣜで出

力される．
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図 3 グϦッドベース手๏．

推薦ॲ理として，(a)グϦッドベース手๏およͼ (b)

ۙ๣ベース手๏を提案する．Ҏ下，֤手๏についてઆ໌

する．

6.1 άϦッドϕースख๏
図 3は 2次元空間のୈ 1৅ݶを֦大したものである．

図中の!はその位置に配置される語۟を示す．!಺の਺
はその語۟をؚむスポットのスポットࣈ IDを表す．こ

の例では，3݅のスポット {s1, s2, s3}がଘ在するものと
する．•は入力感情コンテキスト eを示す．

グϦッドベース手๏では，まず，図 3のように 2次元

空間を 6× 6のグϦッドঢ়に۠੾る．入力感情コンテキ

スト eが位置するセルにؚまれる語۟ू合をબ୒する．

その語۟をؚむ਺で߱ॱし推薦スポットϦストを࡞੒す

る．図の例では，入力感情コンテキスト eが位置する

セルにはスポット s1が 3݅，スポット s2が 1ؚ݅まれ

る．したがって，݅਺で߱ॱした݁Ռ，{s1, s2}が推薦
スポットϦストとして提示される．

۩ମ的には，感情コンテキスト e = (e1, e2)が༩えら

れたとき，次の SQLจにより推薦スポットϦストを出

力する．

SELECT spot_id , count (*) FROM spots_contexts
WHERE (pleasure BETWEEN ⌊e1⌋ AND ⌈e1⌉) AND (
arousal BETWEEN ⌊e2⌋ AND ⌈e2⌉) GROUP BY
spot_id ORDER BY count (*) DESC LIMIT k;

ここで，⌊ei⌋はচ関਺であり ei Ҏ下の࠷大の੔਺を表

す．また，⌈ei⌉はఱҪ関਺であり ei Ҏ上の࠷খの੔਺

を表す．

6.2 ۙ๣ϕースख๏
ۙ๣ベース手๏では，2次元空間上においてユーΫϦッ

ドڑ཭に基づき，入力感情コンテキスト eの k ݅の࠷

ۙ๣の語۟ू合をબ୒する．その語۟をؚむ਺で߱ॱし

推薦スポットϦストを࡞੒する．図 4の例では，k = 3

としたとき，入力感情コンテキスト eのۙ࠷๣の語۟

図 4 ۙ๣ベース手๏．

ू合をબ୒した݁Ռ，スポット s3が 2݅，スポット s2

が 1݅୳ࡧされた．したがって，݅਺で߱ॱした݁Ռ，

{s3, s2}が推薦スポットϦストとして提示される．

7 ͓ΘΓに
本稿では，入力感情コンテキストに合った観光スポッ

トを推薦する，感情アウェア観光スポット推薦システム

を提案した．このシステムは，(a)スポットの感情コン

テキスト特徴化，(b)感情コンテキストに基づくスポッ

ト推薦の要ૉからߏ੒される．感情コンテキストに基づ

くスポット推薦の手๏として，(A)グϦッドベース手๏，

(B)ۙ๣ベース手๏，のೋつの手๏を提案した．ޙࠓは

提案システムのධՁを行う．
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